
　槙野地原遺跡は幸手市の東端にあり、下総台地の西端部に位置していま
す。遺跡の北側には、西から東に向かって谷が入り込んでいます。第１次
調査は、平成10年に幸手市教育委員会によって行われ、縄文時代前期の竪
穴住居跡が発見されています。
　今回の調査は、江戸川の堤防強化工事に先立つものです。発見された遺
構は、縄文時代前期（約6,000年前）と古墳時代前期（約1,700年前）の竪
穴住居跡と、江戸時代前半（約350年前）の墓の跡などです。
　縄文時代の遺構は、調査区の南東側に数軒がまとまっており、竪穴住居
跡からは形の復元できる土器が見つかりました。土壙は住居跡の近くにあ
り、その１基から貝がまとまって出土しました。
　古墳時代前期の竪穴住居跡は、調査区北西部で１軒見つかっています。
出土した土器は、下総地域に特徴的なものです。
　江戸時代の墓と考えられる土壙は、調査区北側の谷に面した場所で発見
されました。形は円形と楕円形のものがありますが、いずれも小規模なも
のです。土壙墓からは、紐で結ばれた古銭（寛永通宝や北宋銭）や、ガラ
ス製の数珠玉が出土しました。
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